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1. 位置及び地勢 

別府市は、九州の北東部、瀬戸内海に接する大分県の東海岸のほぼ中央に位

置し、東西に 13km、南北に 14km で、面積 125.34km２を有しています。南は野

生のニホンザルで有名な高崎山をへだてて県都大分市と隣接、北は県北・国東

テクノポリス地域としてハイテク関連企業が進出する国東半島の市や町と接し、

西は阿蘇国立公園に属する由布岳、鶴見岳の連山を中心に南北に半円形に連な

る鐘状火山（トロイデ）に囲まれその裾野がなだらかに波静かな別府湾に続く

扇状地です。 

市内には、古くから「別府八湯」と呼ばれる温泉群が点在し、2 千 2 百を数

える源泉から湧出する温泉は、毎分 8 万 7 千リットルにも及び、医療、浴用

等々、市民生活はもとより観光、産業面にも幅広く利用されています。 

 

図 2-1-1 別府市の位置  
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2. 気象 

本市は瀬戸内海型気候に属し、平成 22 年～令和元年における年平均気温は

摂氏 17.4 度であり、温暖な気候です。 

年間降水量は、1,300mm～2,300mm の間で推移しており、平成 22 年～令和元 

年における年間平均降水量は 1,800 ㎜となっています。  

 

           表 2-2-1 気象概要（令和元年）  観測所：大分気象台  

資料：「気象庁 電子閲覧室」気象庁ホームページ  

図 2-2-1 
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1 月 7.7 16.4 -0.1 65 35.5 19.5 1.5 

2 月 8.7 20.9 -0.4 70 87.0 19.5 7.0 

3 月 11.5 26.7 1.7 65 189.0 70.0 10.0 

4 月 14.8 25.7 3.7 69 84.0 23.0 6.5 

5 月 20.0 32.2 7.9 65 69.0 26.5 18.0 

6 月 22.9 30.8 16.6 77 236.5 40.0 31.0 

7 月 25.7 34.6 20.0 85 353.0 60.5 21.5 

8 月 27.2 35.9 18.8 81 382.0 93.0 26.5 

9 月 25.5 33.3 16.5 79 98.0 25.5 9.5 

10 月 20.8 32.2 11.8 74 107.5 11.0 4.0 

11 月 14.3 23.9 5.0 70 18.5 10.0 3.5 

12 月 9.9 19.8 1.8 72 93.0 28.0 9.5 
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            表 2-2-2 気象の経年変化   観測所：大分気象台 

資料：「気象庁 電子閲覧室」気象庁ホームページ  

 

 

図 2-2-2 気象の経年変化 
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H22 17.0 21.4 13.2 36.8 -1.5 66 1,298.0 74.5 25.5 

H23 16.6 20.9 12.8 35.3 -3.1 66 1,959.5 235.0 38.5 

H24 16.3 20.5 12.6 35.2 -3.6 67 2,263.5 155.0 53.0 

H25 16.9 21.4 12.9 37.8 -1.6 69 1,505.5 143.0 57.0 

H26 16.3 20.5 12.5 35.5 -1.5 71 1,613.0 133.0 25.0 

H27 16.8 20.9 13.2 35.5 -1.8 71 1,677.5 90.5 22.0 

H28 17.6 21.8 13.9 36.5 -3.6 72 2,199.0 177.5 48.5 

H29 16.8 21.1 13.0 37.0 -2.4 70 1,910.0 281.0 60.0 

H30 17.1 21.4 13.2 37.3 -3.5 72 1,663.0 236.5 41.0 

R01 17.4 21.7 13.6 35.9 -0.4 73 1,753.0 93.0 31.0 
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3. 人口  

本市の国勢調査における人口は、昭和 40 年に 119,000 人程度であり、昭和

55 年までは増加傾向を示し 136,500 人程度となりましたが、その後減少傾向と

なり、令和元年には 118,499 人となっています。 

平成 28 年以降は、自然動態、社会動態共に減少傾向が続いています。  

世帯数は、核家族化や高齢者の１人暮らしの進行により、平成 22 年まで増

加していましたが、平成 27 年以降は、ほぼ横ばいで推移しています。 

１世帯当たりの人員は、昭和 40 年の 3.64 人から令和元年の 2.13 人にまで

減少しています。  

平成 27 年における年齢構造をみると、年少人口（0～14 歳）は 11.1％（平

成 22 年：11.4％）、老人人口（65 歳以上）は、31.7％（平成 22 年：27.8％）

であり、少子化及び高齢化が進行しています。  

大分県全体及び全国と比較しても、高齢化の進行が早くなっています。  

 

表 2-3-1 人口及び世帯数の推移 

「資料：国勢調査（各年 10 月 1 日現在）令和元年は推計人口」  

 

 

年次 
人 口 (人） 世帯数 世帯人員 増加人員 増加率 

総数 男 女 （戸） (人/戸)● （人） （％） 

昭和 40 年 118,938 52,977 65,961 32,709 3.64 － － 

昭和 45 年 123,786 54,687 69,099 37,987 3.26 4,848 4.1 

昭和 50 年 133,894 59,967 73,927 44,171 3.03 10,108 8.2 

昭和 55 年 136,485 61,521 74,964 48,532 2.81 2,591 1.9 

昭和 60 年 134,775 60,753 74,022 48,844 2.76 -1,710 -1.3 

平成 2 年 130,334 58,431 71,903 49,814 2.62 -4,441 -3.3 

平成 7 年 128,255 57,376 70,879 51,453 2.49 -2,079 -1.6 

平成 12 年 126,523 56,905 69,618 52,877 2.39 -1,732 -1.4 

平成 17 年 126,959 57,392 69,567 55,108 2.30 436 0.3 

平成 22 年 125,385 56,868 68,517 56,070 2.24 -1,574 -1.2 

平成 27 年 122,138 55,482 66,656 55,624 2.20 -3,247 -2.6 

令和元年 118,499 53,769 64,730 55,647 2.13 -3,639 -3.0 
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図 2-3-1 人口及び世帯数の推移（国勢調査） 

 

 

 

表 2-3-2 人口動態の状況 

                                 （資料：別府市市民課） 
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平成 28 年 822 1,463 -641 5,284 5,560 -276 -917 
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令和元年 714 1,598 -884 5,515 5,753 -238 -1,122 
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図 2-3-2 人口動態の状況  

 

 

 

図 2-3-3 年齢 3 区分別人口割合の推移（国勢調査）  
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図 2-3-4  年齢別人口構成（平成 27 年国勢調査） 
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4. 産業の動向 

(1) 産業別就業人口 

本市の産業別就業人口の推移は、全体的に減少する傾向にあり、産業別で

も、第 1 次産業、第 2 次産業及び第 3 次産業とも減少傾向となっています。 

表 2-4-1 産業別就業人口 

 
図 2-4-1 産業別就業人口 

 

区分

実数 割合 実数 割合 実数 割合 実数 割合

産業別 （人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％）

総数 56,629 100.0 55,117 100.0 53,212 100.0 546,167 100.0

第１次産業 847 1.5 650 1.2 609 1.1 36,475 6.6

農業 737 1.3 558 1.0 529 1.0 31,401 5.7

林業 20 0.0 28 0.1 20 0.0 1,743 0.3

漁業 90 0.2 64 0.1 60 0.1 3,331 0.6

第２次産業 8,680 15.3 7,627 13.8 6,570 12.4 121,915 22.3

鉱業 13 0.0 1 0.0 1 0.0 693 0.1

建設業 4,588 8.1 3,746 6.8 3,383 6.4 46,376 8.5

製造業 4,079 7.2 3,880 7.0 3,186 6.0 74,846 13.7

第３次産業 46,102 81.5 44,087 79.9 42,008 78.9 363,361 66.5

電気･ガス･熱供給･水道業 233 0.4 227 0.4 243 0.5 2,613 0.5

情報通信業 631 1.1 661 1.2 665 1.2 6,622 1.2

運輸業,郵便業 2,402 4.2 2,391 4.3 2,058 3.9 22,678 4.2

卸売業,小売業 11,112 19.6 9,748 17.7 8,532 16.0 82,577 15.1

金融業,保険業 1,335 2.4 1,224 2.2 1,080 2.0 11,116 2.0

不動産業,物品賃貸業 817 1.4 949 1.7 1,051 2.0 7,516 1.4

学術研究,専門･技術サービス業 0 0.0 1,145 2.1 1,179 2.2 13,288 2.4

宿泊業,飲食サービス業 6,099 10.8 6,290 11.4 5,682 10.7 32,424 5.9

生活関連サービス業,娯楽業 0 0.0 2,868 5.2 2,480 4.7 18,777 3.4

教育,学習支援業 2,753 4.9 2,740 5.0 2,575 4.8 24,137 4.4

医療,福祉 8,485 15.0 9,222 16.7 10,134 19.0 83,380 15.3

複合サービス業 486 0.9 275 0.5 317 0.6 5,768 1.1

サービス業(他に分類されないもの) 8,939 15.8 3,692 6.7 3,409 6.4 29,622 5.4

公務(他に分類されるものを除く) 2,810 5.0 2,655 4.8 2,603 4.9 22,843 4.2

1,000 1.7 2,753 5.1 4,025 7.6 24,416 4.6

［資料：国勢調査（各年10月1日現在）］
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(2) 農業 

本市の農家数は、減少傾向にあり、平成 17 年から平成 27 年の 10 年間の間

に 70％程度に減少しています。 

 耕地面積は、平成 27 年では、田、畑、樹園地の全てが減少し、平 22 年の

82％程度まで減少しています。 

 

表 2-4-2  農業の推移 

「資料：農林業センサス（各年 2 月 1 日現在）」   

 

 

図 2-4-2 総農家数の推移 
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表 2-4-3 耕地面積の推移     

           (単位：a 平成 27 年より単位：ha に変更) 

「資料：農林業センサス(各年 2 月 1 日現在)」 

 

 

 

図 2-4-3 耕地面積の推移 
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(3) 水産業 

本市の漁業個人経営体は、減少傾向にあり、平成 20 年から平成 30 年の 10

年間の間に 80％以下に減少しています。 

 

表 2-4-4 漁業経営体の推移 

(単位：経営体) 

「資料：漁業センサス(各年 11 月 1 日現在)」  

 

図 2-4-4  漁業個人経営体の推移 
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(4) 工業 

  本市の工業の推移は、事業所数、従業員数については、平成 28 年には増加 

 しましたが、その後減少しています。 

  製造品出荷額については、平成 26 年に増加し、平成 28 年には再び減少し    

ましたが、平成 30 年には増加しています。  

 

表 2-4-5  工業の推移 

「資料：工業統計調査（各年 6 月 1 日現在）」※26 年までは 12 月末調査、27 年は調査中止。 

 

図 2-4-5  工業の推移 
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(5) 商業 

本市の商業の推移は、事業所数はほぼ横ばいで推移しています。商品販売

額については、平成 26 年まで減少傾向でしたが、平成 28 年に増加していま

す。 

 

表 2-4-6 商業の推移 

 「資料：商業統計調査・経済センサス」  

 

図 2-4-6 商業の推移 
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(6) 観光 

本市の観光客数及び観光消費額は、近年増減を繰り返していますが、観光

消費額は令和元年に増加しています。  

 

 

表 2-4-7 観光客数及び観光消費額の推移 

「資料：別府市観光課」  

 

 

図 2-4-7 観光客数及び観光消費額の推移 
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5. 土地利用 

本市の地目別面積の割合は、その他（58.1％）を除くと、山林が 11.8％で

最も多く、次いで、原野が 11.1％、宅地が 10.2％、田畑が 4.6％、雑種地が

4.1％となっています。 

 

表 2-5-1 地目別面積の状況 

                               令和元年 1 月 1 日現在 

 

図 2-5-1 土地利用状況 
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6. 関連計画 

本計画に関連する別府市の上位計画として以下の計画があります。 

 

(1) 総合計画 

第４次別府市総合計画（令和 2 年度～令和 9 年度）では、「地域を磨き、別 

府の誇りを創生する」ために、本市が将来に向かいめざすべき姿と、その実 

現に向けた施策の方向性を示しています。 

別府市総合計画内における本計画に関連する内容を以下に抜粋します。 

また、別府市総合計画の体系図を次ページに記載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

【環境】自然と共生し、環境への負荷の少ない循環型社会の実現 

めざす姿

施策 

環境への負荷の少ない資源循環型社会が形成されている。 

施策の方向性 

１．ごみの発生抑制、排出抑制、資源化及び適正処理の推進 

２．環境教育の推進 

３．環境美化活動等への参加の促進 

４．自然環境との共生の推進 
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11：住み続けられるまちづくり 
 12：廃棄物の削減、13：地球温暖化対策 

 14：海洋汚染防止、15：生物多様性の保全 

 

 

地域を磨き、別府の誇りを創生する  

別府市の将来像 

めざす姿 

個
人
の
学
び
と
社
会
的
活
動
が
循
環
し
、

市
民
が
い
き
い
き
と
活
動
し
て
い
る 

観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
な
ど
に
よ
り
、
観
光

客
を
満
足
さ
せ
、
消
費
を
促
進
し
て
い
る 

互
い
の
尊
厳
と
自
己
実
現
の
権
利
を
認
め
合

い
、
多
種
多
様
な
文
化
と
共
存
し
て
い

る 

体
を
動
か
す
習
慣
づ
く
り
を
普
及
す
る
機

会
や
医
療
体
制
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る 

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
資
源
循
環
型
社

会
が
形
成
さ
れ
て
い
る 

市
民
が
利
用
し
や
す
い
持
続
可
能
な
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る 

ご
み
の
発
生
抑
制
、
排
出
抑
制
、
資
源

化
及
び
適
正
処
理
の
推
進 

環
境
美
化
活
動
等
へ
の
参
加
の
促
進 

自
然
環
境
と
の
共
生
の
推
進 

施策に関連するＳＤＧｓにおける目標 

施
策
の
方
向
性 

図 2-6-1 別府市総合計画体系  

道
路
や
河
川
等
が
整
備
さ
れ
、
誰
も
が
、

安
全
・
快
適
に
暮
ら
せ
て
い
る 

環
境
教
育
の
推
進 
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(2) 環境基本計画 

別府市環境基本計画（平成 23 年度～平成 32 年度）では、別府市総合計画

と整合を図りながら、「自然・湯けむり・おもてなしが築く環境みらい都市・

別府」を別府市の望ましい環境像として、取組を進めていくとしています。 

別府市環境基本計画内における本計画に関連する内容を以下に抜粋します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

限られた資源を大切にし、健康で安心して暮らせるまちにしよう 

施策の方向 

基本目標 

資源・エネルギーを持続的に使う 

主な施策 

資源の循環と有効利用 

環境教育・環境学習の推進 

共に考え、みんなで協働して環境を守り、育てよう 

環境を支える人づくり・仕組みづくりを推進する 


